
大学院 3 研究科 18 名、4 学部 7 学科 767 名、
合わせて 785 名の新入生を迎えいれました

　4 月 1 日、札幌コンベンションセンターにて 2023 年度入学式を挙行しました。今年度は新入生と大学教職員のほか、3 年ぶりに保
護者の皆さまにもご参列いただきました。
　入学式は 2 部構成とし、第 1 部では河西邦人学長の式辞に続いて、在学生代表の草野廉さん（人間科学科 3 年）、新入生代表の川村
柚華さん（法律学科 1 年）からそれぞれ挨拶があり、最後に参列者全員で校歌を斉唱しました。第 2 部では、新入生歓迎企画として白
石英才常務理事から本学のルーツである札幌文科専門学院の設立の経緯について説明と動画上映があり、新入生はそれを心に留めなが
ら本学学生の一員としての第一歩を踏み出しました。今後の新入生の活躍を心から期待します。

【河西邦人学長式辞】

　785 名の皆さんを新入生として本学にお迎えすることができ、大変嬉しく思います。新型コロナウイルスの脅威も和らぎ、札幌学院
大学での学生生活もほぼコロナ前の状況へ戻ります。新型コロナウイルスが猛威を振るった 3 年間、私たちの社会や生活は行動制限に
より強い影響を受けました。一方、新型コロナウイルス感染対策としてデジタル技術が活用され、社会を変えるデジタル・トランスフォー
メーションが一気に進みました。札幌学院大学の教育は「One life, Many answers」のタグラインに象徴されるように、多様性を重視し、
人生にも社会課題にもアンサーが複数あることを想定して行動できる力を養う教育を行っています。札幌学院大学で大いに学び、研究し、
活動することで、AI が進化する時代にも活躍できる能力を獲得し、成長して下さい。
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大学ブランディングプロジェクト「SGU Talk,  My answers」

第 3 回学生ビジネスプランコンテストを開催

札幌静修高等学校と高大連携に関する協定を締結しました

　札幌静修高等学校（札幌市、宮路真人校長）と本学は高大連携に関する協定を締結し、1 月 10 日に新札幌キャンパスにて調印式を行いました。
　札幌静修高等学校は 2022 年に創立 100 周年を迎え、近年は世界のグローバル化に対応する「ユニバーサル科」を設置するなど、多彩な国際交
流活動を展開するとともに、生徒の多様性を認め、豊かな個性を育てる教育を推進しています。
また、今年度からは広域通信制も併置するなど学びの輪を広げています。
　一方、本学は 2021 年に新札幌に新たなキャンパスを設け、留学生を積極的に受け入れるなど
グローバル化を推進するとともに、心理学部においては「こころ」の専門家の育成を目指すなど、
多様性を重視した教育を推進しています。
　両校が連携協定を締結することで、今後はそれぞれの特色を活かしながら協働して高大接続
教育を推進していきます。大学での学びを単位化するため札幌静修高等学校の生徒を科目等履
修生として本学に受け入れる他、本学の教員養成教育との連携、本学教員による高校での授業、
高校生と大学生が参加して行う英語キャンプ等を計画しています。

　社会連携センター主催の「第 3 回学生ビジネスプランコンテスト」を 2 月 25 日に新札幌キャンパスにて開催しました。このコンテストは、若者
に起業を身近に感じてもらう目的で 2020 年から開催しています。今回は本学と連携校から 8 チームが出場し、地域の課題解決をするためのビジネ
スアイデアを競い合いました。
　最優秀賞に選ばれたのは札幌看護医療専門学校チーム。大きな社会問題となっているヤングケアラーを支援するために、アプリを使ったコミュニ
ティづくりやイベント事業、配食サービス事業などへの展開を提案しました。審査員からは「ビジネスとして扱いにくい分野の事業化を試みた姿勢
を高く評価したい。ぜひ社会システムとして確立してほしい」との講評がありました。加藤海音さん（同校 1 年）からは「コンテストの受賞をバネ
にこの事業を厚別区に広げていきたい」と喜びの言葉がありました。
　優秀賞は苫小牧工業高等専門学校・チーム Zoppi の「次世代型の中小規模飲食店向けのお客様用注文アプリと食材発注支援システム」と本学会
計ファイナンス学科 3 年の谷口優馬さんの「サツガク Cafe」がそれぞれ受賞。大学でのカフェ経営を提案した谷口さんは「カフェを通じて地域の方々
との交流機会を促進したい」と話しました。
　本コンテストをきっかけに、学生たちの起業に対する興味・関心が高まり、将来の起業化に向けた行動へとつながることを期待します。

　2020 年に使用を開始した札幌学院大学ブランドを象徴するタグライン（ブランド・メッセージ）One life, Many answers を広く浸透させ、学生、
教職員の皆さんに身近に感じてもらうためのイベント SGU Talk, My answers が 2022 年 12 月、新札幌キャンパス社会連携センターエントラン
スに設置された特設会場にて開催されました。様々な学科、学年の学生が集まり、今、興味を持って追求している answer の数々をパフォーマン
スで、スピーチで、チームで披露し合いました。札幌学院大学は様々な answers を追い求める多様な個性が集い、刺激し合うことで自分らしさを
さらに磨くことができる場であることを再確認できる機会でした。イベントの様子は大学公式 YouTube チャンネルにてご覧いただけます。

登壇者一覧（所属・学年はイベント開催時のもの）
［スピーチ］

・ 私を救った『ワンピース』のことば 大山耀平（臨床心理学科 1 年）
・ ストレスに耐えられなくなったら ト　チイタインヴァン（経営学科 2 年）
・「普通」とは？ 吉崎椋子（英語英米文学科 3 年）
・ 哲学～あなたを助ける言葉と人の力～ 東屋遥稀（法律学科 2 年）
・ SDGs × ジェンダー × 留学 吉田優月（英語英米文学科 1 年）

［出演パフォーマー］
・ ヨーヨー演技   新谷紫恩（法律学科 4 年）
・ 演　　　　芸    お笑いサークル「我ら！笑学生」 

　櫻井翔（経営学科 1 年） 
　草野廉（人間科学科 2 年） 
　中野龍基（英語英米文学科 3 年）

・ フェアトレードサークル
　　　　　　　     フェアトレードコーヒーとオリジナルスイーツ 

「ショコラサンド」（開発中）試食会
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頑張った学生を応援する奨学・奨励金制度

スカラシップ特待生 14 名、成績優秀者奨学生 34 名、
資格取得者奨学生 45 名、課外活動特待奨励生 45 名を採用

　2023 年度新入生のスカラシップ特待生、成績優秀者奨学生、資格取
得者奨学生、課外活動特待奨励生が決定しました。スカラシップ入試
制度によるスカラシップ特待生が 14 名、入試成績による成績優秀者奨
学生 34 名、入学までの資格取得（英検・簿記など）による資格取得者
奨学生 45 名、公募制指定スポーツ推薦などで入学した課外活動特待奨
励生 45 名が採用されました。また、課外活動特待奨励生の継続につい
ては 94 名が決定しています。
　さらに、昨年度の在学生のうちから様々な資格を取得した 21 名が資
格取得者奨学生として採用されました。

　奨学生並びに奨励生は、大学生活においてより高い目標に向かって
勉学や資格取得、課外活動に励むことが期待されています。

【スカラシップ特待生】
人　数 学　科 免除額

14 名 臨床心理学科 7 名、英語英米文学科 2 名、人間科
学科 1 名、法律学科 3 名、経営学科 1 名

1 年次の
年間授業料

【成績優秀者奨学生】
人数 学　科 免除額

34 名
臨床心理学科 13 名、こども発達学科 3 名、人間
科学科 1 名、英語英米文学科 4 名、法律学科 4 名、
経済学科 4 名、経営学科 5 名

1 年次の
前期授業料

【資格取得者奨学生】
人数 資格の種類 免除額

新入生

3 名 日本語能力試験　N1　3 名 入学金及び
1 年次授業料

42 名
日商簿記検定 2 級 4 名、全商簿記実務検定 1 級（会
計・原価計算）10 名、実用英語技能検定 2 級 27 名、
日本語能力試験　N2　1 名

入学金

在学生
（2022 年度）

21 名
実用英語技能検定準 1 級 2 名、TOEIC　900 点以
上 1 名、TOEIC　740 点以上 2 名、日本語能力試
験 N1　16 名

年間授業料の
半額

【課外活動特待奨励生】
人数 種　類 競　技　名

新入生 45 名

第一種 13 名
第二種 23 名
第四種 4 名
第五種 5 名

硬式野球 13 名、弓道 10 名、ソフトテニス
5 名、陸上競技 13 名、バスケットボール 1
名、書道 1 名、放送局 1 名、オホーツク管
内高等学校定時制通信制生徒生活体験発表
大会 1 名

在学生
（継続者）

94 名 第一種 33 名
第二種 61 名

硬式野球 28 名、弓道 22 名、ソフトテニ
ス 16 名、陸上競技 28 名

　本学フェアトレードサークルは、2020 年 10 月に札幌市内の企業とのコラボレーションにより開発したオリジナルフェアトレードスイーツ「さっぽ
ろゆめ結晶」を販売し、好評を博しました。この度、第 2 弾オリジナルフェアトレードスイーツとして、札幌市内の福祉施設とのコラボレーションに
より「ショコラサンド」開発し、5 月 27 日に新さっぽろ サンピアザ「光の広場」で開催された「第 1 回あつべつフェアトレードまつり」にて販売を
開始しました。
　「ショコラサンド」はフェアトレードのチョコレートや砂糖に加え、クッキー生地には米粉を使用したグルテンフリーのお菓子です。また、北海道の
バター 100％・栗山町酒井農場の卵など北海道産食材を使用し、コラボレーションいただいた福祉施設の方が製造しやすいよう包装や製造工程をシン
プルにし、ウェルフェアトレードへの参画によって地域貢献・就労支援活動の推進に貢献できるよう企画会議を重ねて実現した商品です。
　商品開発に携わったフェアトレードサークル（代表：経営学科４年 土井智香）の学生たちは、ショコラサンドを通じてフェアトレードが「買い物を
通じた身近な社会貢献」であることを消費者の皆さまに体感していただくとともに「また食べたい」と思っていただくことで生産者も消費者もすべて

の人が笑顔になれる社会を作ることを目指しています、とコメントしています。

※ ウェルフェアトレードとは「ウェルフェア（福祉）」と「フェアトレード（公正な取引）」を合わ

せて造られた言葉です。ウェルフェアトレードは適正な価格で取引を行い、一人ひとりの尊厳を

尊重し、喜びや生きがいを感じながら自立できるように支援していく取り組みです。

販売価格：1 袋 /6 個入り 300 円（税込）

ウェルフェアトレードスイーツ「ショコラサンド」発売開始
─札幌市内の福祉施設とのコラボレーションにより開発─

コンタクトケース回収（リサイクル）事業について

　日常的に使用されるコンタクトレンズのプラスチック製ケースを捨てることなく、
リサイクルして限りある資源を有効活用するため、コラボレーションセンターでは
2023 年 2 月より回収ケースを江別、新札幌の両キャンパスに設置しています。
　これは道内の高等教育機関ではまだ 3 例しかない先進的な取り組みで、学生・教
職員をはじめ施設を利用するすべての人に地球環境問題について考え、行動する機
会を提供していくことが期待されます。

※ HOYA（株） アイケアカンパニーの「アイシティ　eco プロジェクト」との協働事業

ショコラサンド
公式ウェブサイト
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事業活動支出計
4,405,004
千円

教育研究経費
1,886,606
42.9％

人件費
2,193,349
49.8％

資産処分差額
3,926
0.1％

管理経費
319,102
7.2％

借入金等利息
105
0.0％

徴収不能額等
30
0.0％

その他の
特別支出
1,885
0.0％

その他の
特別収入
93,220
2.2％

寄付金
31,137
0.7％
手数料
58,017
1.4％

事業活動収入計
4,161,297
千円

学生生徒等納付金
3,019,001
72.6％

受取利息・
配当金
81,000
1.9％

その他の
教育活動外収入
15,329
0.4％

雑収入
204,176
4.9％
付随事業収入
2,954
0.1％
経常費等
補助金
622,633
15.0％

資産売却
差額
33,829
0.8％

2022（令和 4）年度決算並びに 2023（令和 5）年度予算
　2023（令和 5）年 2 月 24 日に開催された第 254 回理事会において、学校法人札幌学院大学
2023（令和 5）年度予算が承認されました。また、2023（令和 5）年 5 月 26 日に開催された
第 255 回理事会において、学校法人札幌学院大学 2022（令和 4）年度決算が承認されました。

【2022（令和 4）年度決算の概要】
　事業活動収支計算書の当年度収支差額については、予算額で 6 億 2,290 万円の支出超過を
見込んでおりましたが、決算額では 1 億 5,455 万円減少し、4 億 6,835 万円の支出超過とな
りました。これは経常費補助金の交付額の増加や、人件費等支出の減少によるものであります。
引き続き、学園全体での適切な経費の執行に努めます。
　また、資金（キャッシュ）の増減については、2021 年度末から 1 億 8,089 万円の減少と
なっており、財務基盤をより強固なものにするため、中期的に収支均衡を図るよう改善を行っ
て参ります。

事業活動収支計算書
 （単位：千円）

教
育
活
動
収
支

2022 年度予算 2022 年度決算 差　異 2023 年度予算 主な項目

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 3,020,500 3,019,001 1,499 3,029,800 入学金、授業料、教育充実費、実験
実習料など

手数料 61,200 58,017 3,183 62,700 入学試験の検定料、試験料など

寄付金 31,200 31,137 63 33,000 個人や団体からの寄付金

経常費等補助金 588,400 622,633 △ 34,233 612,800 国又は地方公共団体からの補助金

（内国庫補助金） （585,800） （621,890） （△ 36,090） （610,500）

付随事業収入 3,000 2,954 46 9,600 外部より委託を受けて行う試験・研
究などの収入

雑収入 200,900 204,176 △ 3,276 127,300 退職金財団交付金、科学研究費の間
接経費の収入など

教育活動収入計 3,905,200 3,937,919 △ 32,719 3,875,200 経常的な活動のうち教育活動にかか
る収入額計

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 2,221,700 2,193,349 28,351 2,124,600 専任教職員・非常勤給与、アルバイ
ト料、退職金など

教育研究経費 1,901,300 1,886,606 14,694 2,035,000 教育や研究部門に資する費用
（減価償却費含む）

管理経費 367,100 319,102 47,998 362,100 管理や法人部門に資する費用
（減価償却費含む）

徴収不能額等 0 30 △ 30 0

教育活動支出計 4,490,100 4,399,088 91,012 4,521,700 経常的な活動のうち教育活動にかか
る支出額計

教育活動収支差額 △ 584,900 △ 461,168 △ 123,732 △ 646,500 教育活動収入計から教育活動支出計
を減じた額

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息・配当金 81,500 81,000 500 78,900 貸付金または預金などの運用財産の
利息・受取利息・配当金

その他の教育活動外収入 12,900 15,329 △ 2,429 12,900

教育活動外収入計 94,400 96,329 △ 1,929 91,800 経常的な活動のうち教育活動以外の
主に財務活動にかかる収入額計

事
業
活
動

支
出
の
部

借入金等利息 100 105 △ 5 100 借入金の支払利息、リース料の利息
分など

その他の教育活動外支出 0 0 0 0

教育活動外支出計 100 105 △ 5 100 経常的な活動のうち教育活動以外の
主に財務活動にかかる支出額計

教育活動外収支差額 94,300 96,224 △ 1,924 91,700 教育活動外収入計から教育活動外支
出計を減じた額

経常収支差額 △ 490,600 △ 364,944 △ 125,656 △ 554,800 教育活動収支差額と教育活動外収支
差額の合計額

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資産売却差額 33,900 33,829 71 0 資産売却収入が当該資産の帳簿価格
を超える場合の、その超過額の収入

その他の特別収入 90,900 93,220 △ 2,320 53,500

特別収入計 124,800 127,048 △ 2,248 53,500 資産売却や処分にかかる臨時的な収入

事
業
活
動

支
出
の
部

資産処分差額 3,900 3,926 △ 26 9,200 資産売却代価が帳簿残高を下回った場
合の差額や資産を除却した際の除却額

その他の特別支出 0 1,885 △ 1,885 0

特別支出計 3,900 5,811 △ 1,911 9,200 資産売却や処分にかかる臨時的な支出

特別収支差額 120,900 121,237 △ 337 44,300 特別収入から特別支出計を減じた額

予備費 12,400 0 12,400 12,100 予備的予算で、本学では事業活動収
入の 0.3％を計上

基本金組入前当年度収支差額 △ 382,100 △ 243,707 △ 138,393 △ 522,600 経常収支差額と特別収支差額の合計額

基本金組入額合計 △ 240,800 △ 224,642 △ 16,158 △ 36,400 1 号から 4 号までの基本金組入額

当年度収支差額 △ 622,900 △ 468,349 △ 154,551 △ 559,000 基本金組入前当年度収支差額から基本
金組入額を控除した今年度の収支差額

前年度繰越収支差額 △ 8,341,600 △ 8,341,643 43 △ 8,964,500 前年度までの収支差額

基本金取崩額 0 0 0 0 当年度で購入した建物や備品等の額を上回って、既
存の建物や備品等を除却した際に基本金を取崩す額

翌年度繰越収支差額 △ 8,964,500 △ 8,809,992 △ 154,508 △ 9,523,500 翌年度へ繰り越す収支差額

（参考）

事業活動収入計 4,124,400 4,161,297 △ 36,897 4,020,500 当年度のすべての事業活動収入

事業活動支出計 4,506,500 4,405,004 101,496 4,543,100 当年度のすべての事業活動支出

資金収支計算書
 （単位：千円）

2022 年度予算 2022 年度決算 差　異 2023 年度予算 主な項目

収
入
の
部

学生生徒等納付金収入 3,020,500 3,019,001 1,499 3,029,800 入学金、授業料、教育充実費、実験実習料など

手数料収入 61,200 58,017 3,183 62,700 入学試験の検定料、試験料など

寄付金収入 31,200 31,137 63 33,000 個人や団体からの寄付金

補助金収入 675,100 709,362 △ 34,262 660,700 国又は地方公共団体からの補助金

資産売却収入 33,900 33,829 71 0 機器備品等の固定資産の売却による収入

付随事業・収益事業収入 15,900 18,283 △ 2,383 22,500 外部より委託を受けて行う試験・研究などの収入

受取利息・配当金収入 81,500 81,000 500 78,900 貸付金、預金等運用財産の利息・受取利息・配当金

雑収入 200,900 205,798 △ 4,898 127,300 退職金財団交付金、科学研究費の間接経費の収入など

前受金収入 406,800 434,209 △ 27,409 406,700 翌年度入学生の入学金、授業料、教育充実費など

その他の収入 947,400 946,734 666 1,551,300 運用資産の満期または売却による収入額、
前期末未収入金、貸付金の回収収入など

資金収入調整勘定 △ 749,000 △ 750,020 1,020 △ 588,700 当年度末の未収入金、前期末の前受金など

前年度繰越支払資金 945,700 945,687 13 618,300 前年度に繰越された預貯金など、支払資金の繰越額

収入の部合計 5,671,100 5,733,037 △ 61,937 6,002,500

支
出
の
部

人件費支出 2,239,600 2,211,196 28,404 2,138,700 専任教職員・非常勤給与、アルバイト料、退職金など

教育研究経費支出 1,363,500 1,349,602 13,899 1,490,100 教育や研究部門に資する費用

管理経費支出 329,500 283,410 46,090 322,500 管理や法人部門に資する費用

借入金等利息支出 100 105 △ 5 100 借入金の支払利息、リース料の利息分など

借入金等返済支出 12,500 12,500 0 12,500 借入金等の元金返済にかかる支出

施設関係支出 232,500 227,705 4,795 130,700 土地・建物・構築物等の固定資産取得の支出

設備関係支出 56,700 62,015 △ 5,315 64,000 備品・図書・施設利用権等の固定資産取得の支出

資産運用支出 830,400 851,941 △ 21,541 1,290,800 運用資産の新規購入または満期償還などによる再取得額

その他の支出 57,400 63,104 △ 5,704 58,500 新たな貸付金、前払金、前年度の未払金など

予備費 12,400 0 12,400 12,100 予備的予算で、本学では事業活動収入の 0.3％を計上

資金支出調整勘定 △ 81,800 △ 93,334 11,534 △ 81,600 当年度の期末未払金、前期末の前受金

翌年度繰越支払資金 618,300 764,793 △ 146,493 564,100 次年度に繰越す預貯金など、支払資金の繰越額

支出の部合計 5,671,100 5,733,037 △ 61,937 6,002,500

貸借対照表
資産の部 （単位：千円）

本年度末
2023 年 3 月 31 日

前年度末
2022 年 3 月 31 日 増　減 主な項目

固定資産 23,802,356 24,115,283 △ 312,927 有形固定資産とその他の固定資産の合計額

　　有形固定資産 15,776,132 16,059,984 △ 283,852 使用期間が 1 年以上にわたる、土地・建物・構
築物・備品・図書

　　特定資産 7,433,389 7,443,420 △ 10,031 1 年以上所有する特定資産

　　その他の固定資産 592,835 611,879 △ 19,044 1 年以上所有する、電話加入権・施設利用権・
長期貸付金・長期前払金

流動資産 1,087,032 1,059,849 27,183 現金や預金・1 年以内の短期貸付金

資産の部合計 24,889,388 25,175,132 △ 285,744

負債の部

固定負債 1,235,416 1,265,763 △ 30,347 返済期限が 1 年以上の借入金や学園債、退職給
与引当金

流動負債 561,334 573,024 △ 11,690 返済期限が 1 年未満の借入金や学園債、預り金
や未払金

負債の部合計 1,796,750 1,838,787 △ 42,037

純資産の部

基本金 31,902,630 31,677,988 224,642
学校法人会計基準第 30 号で定められた固定資産（第 1 号）、
新校舎建設等引当特定資産（第 2 号）、運用果実で行う奨学
事業の基金（第 3 号）、法令に基づいた支払準備資金（第 4 号）

繰越収支差額 △ 8,809,993 △ 8,341,643 △ 468,350 前年度までの繰越収支差額に、当年度の繰越収
支差額を加えた累積額

純資産の部合計 23,092,638 23,336,345 △ 243,707 基本金及び繰越収支差額の合計

負債及び純資産の部合計 24,889,388 25,175,132 △ 285,744 負債の部合計と純資産の部を合計した額

2022 年度　事業活動収支計算書
事業活動支出の部割合（金額単位：千円）

 2022 年度　事業活動収支計算書
事業活動収入割合（金額単位：千円）

2022 年度決算ならびに 2023 年度予算
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【2023（令和 5）年度の予算編成方針】
　財政再建計画が掲げる数値目標にもとづき、収入財源の確保と人件費等
の経費節減により、収支構造の改善を目指します。
　また、各部門の事業予算は、目標達成に必要不可欠なものに対してその
有効性、効率性、経済性を考慮して適正に配分します。さらに、教育・研
究基盤の整備（内部充実）とブランドの構築に資する事業に対しては大学
発展準備引当特定資産を活用し、予算を重点配分します。
1．予算統制制度に従った編成と執行
　1） 事業予算の編成にあたっては、予算統制制度の下で理事会と大学が連

携し、法人予算と大学予算全体を見通した原案づくりを進め、予算の
適正な配分を行います。

　2） 予算の執行段階では、予算統制制度に従い、厳格な執行管理と機動的・
弾力的な運用を通じた事業の適正かつ効率的な運営を行います。

2．収入の増加
　1） 入学者の獲得と退学率の改善によって収容定員の充足を維持し、年次

計画的な学費改定とあわせて学費収入の着実な増加を図ります。
　2）収益事業の展開等、多様な収入財源の確保を図ります。
　3）教育振興のための寄附金募集に取り組みます。
　4） 競争的補助金の戦略的な獲得を目指します。その実現に必要な予算を

確保します。
　5） 経常費補助金の増額を図ります。具体的には、全学部で学生定員を充

足し、教育の質保証のための取組を強化することによって一般補助金
と特別補助金の増額を目指します。

　6） 受取利息の増加を図るため、安全かつ効率的な資産運用計画を策定し、
実施します。

　7）間接経費の獲得を推進するために研究支援機能の強化を図ります。
3．支出の適正化と事業の活性化

○部門別経常予算
1） 教育・研究・社会貢献及び管理運営に必要な経費は、基盤的経費と

して予算措置します。
2）各部門の重点事業については、さらなる強化と新たな展開を図ります。
3） 新型コロナウィルス感染症への対応は、事業の目的を達成するため、

従来の予算の範囲内で実施方法の見直しを進めるとともに、感染対

策に必要な予算があれば追加的に措置します。
○戦略的事業予算

1） 中期計画（財政再建計画）の重点課題を中心に、教育研究の特色化
やブランド化を図る戦略的な事業に対して予算を重点配分します。

2） 戦略的事業予算は、部門別経常予算とは別枠で措置します。
○包括的予算制度

1） 事業の効率的かつ効果的な遂行を実現するため、予算項目に割り当
てられた予算を超えて執行する必要が生じたときは、予算単位の予
算総額の範囲内において、他の予算項目からの流用を認めます。

2） 2023 年度は、広報入試部門・管財部門・グローバル部門を対象とし
ます。

○人件費の圧縮
1） 人件費総額の圧縮を図ります。
2） 教職員数の適正化を図るための人事計画を具体化します。

○大学改革を担う教職員の能力開発と組織力の強化
1） 教職員は人的資本です。能力開発の経費を先行投資と考え、必要十

分な予算を配分します。
2） 大学全体の組織力強化を図るため、FD（教員の能力開発）と SD（職

員の能力開発）を推進するとともに相互の連携を促進します。あわ
せて、法人運営適正化の観点から BD（理事会の経営力強化）の取
組を進めます。

4．キャンパス整備事業の推進
　1） 施設の修繕・改修、設備・機器・情報インフラの更新は、優先順位を

付して計画的なメンテナンスサイクルを確立し、経費を年度間で平準
化します。

　2） 2 つのキャンパスの総合的活用の方針と実施計画を定めたマスタープ
ランを策定します。

【2023（令和 5）年度予算の概要】
　以上の方針に基づき、当年度収支差額は 5 億 5,900 万円の支出超過を見
込んでおり、資金（キャッシュ）については 5,420 万円の減少を見込んで
おります。先にも述べましたが、中期的に収支均衡を図るように改善を行
う所存です。

2022 年度決算ならびに 2023 年度予算

2023年度　科学研究費助成事業 
（日本学術振興会）採択状況�

（単位：円）
学部 研究代表者 研究種目 研究課題 交付決定額

人文 臼杵　　勲 基盤研究（A） ヘルレン川流域を中心とした匈奴国家中枢地の研究 繰越

人文 臼杵　　勲 基盤研究（A） 囲壁施設・生産遺跡を中心とした初期遊牧国家の考古学的研究 19,630,000

職員 原田　寛之 奨励研究 降雪地におけるミリ波拠点間通信を用いたキャンパス LAN の実効性評価 480,000

経済経営 田代　　歩 研究成果公開
促進費（学術図書） 消費税改革の評価－効率性と公平性の経済分析－ 1,400,000

経済経営 石川　千温 基盤研究（C） クラウドによる機械学習を利用したエンロールメントマネジメントシステムの構築 延長

人文 Joao. C. Koch. Jr. 若手研究 Identifying and addressing students' SpLDs and potential SpLDs in English as a foreign 
language in Japanese higher education 延長

経済経営 小池　英勝 基盤研究（C） 最適解の高速列挙によるコンテナ流通混雑問題の解決 延長

経済経営 岸本　宜久 若手研究 アイヌ語鵡川方言のフィールド調査およびデータの公開 520,000

人文 井上　大樹 基盤研究（C） 地域子育て実践における「親理解」の学び 260,000

人文 横山登志子 基盤研究（C） フェミニストソーシャルワークの理論構築 910,000

経済経営 井上　　仁 基盤研究（C） マイナス金利政策が銀行貸出および銀行収益性に与える影響 780,000

人文 奥田　統己 基盤研究（C） 現地調査により残されたアイヌ語音声・筆録資料および未公刊論文等の横断的整理と公開 1,300,000

人文 山田　伸一 基盤研究（C） 19 世紀後半の北海道・千島沿岸を中心とするラッコ・オットセイ猟に関する基礎的研究 650,000

職員 辻　　由依 若手研究 発達障がい学生の自己理解促進を目的とした支援方法の検討 260,000

経済経営 大國　充彦 基盤研究（C） 戦後復興期労働運動の分水嶺－パーソナル・ドキュメントの分析から 1,690,000

人文 大塚　宜明 基盤研究（C） 北海道における黒耀石原産地開発と石材流通過程の解明：置戸産黒耀石を中心に 1,300,000

経済経営 王　　佳星 若手研究 寒冷地世帯を対象とした世帯のエネルギー使用の地域特性に関する実証研究 650,000

科学研究費助成事業とは、文部科学省並びに独立行政法人日本学術振興会所管の競争的研究費です。
本学からも下記の研究者が競争的研究費を獲得し、研究活動を活発に行っております。
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保護者懇談会のご案内

　保護者の皆さまと大学との情報
交換、連携を深めることを目的と
して開催しております保護者懇談
会を今年度は「旭川会場」、「函館・
青森会場」、「本学会場」にて、希
望される保護者の方をお招きし、
実施する予定です。
　本学の教育内容と最近の就職状況についてご説明申し上げるとともに、
学生一人ひとりの修学状況を十分に踏まえた上で、学部担当教員より、
お子様の修学状況（単位修得・成績等）をお話しさせていただきます。
　開催の詳細は、以下のとおりを予定しています。

札幌学院大学教育振興寄付のお願い

　札幌学院大学は今年、学園創立 77 周年、大学開学 55
周年を迎えます。この歴史と伝統を踏まえ、今後も地域
の発展を支える人材の育成に取り組んで参ります。
　みなさまにおかれましては、本学が取り組む教育事業
のさらなる充実のため、教育振興に関わる寄付金の募集についてご協
力をお願いいたします。
　寄付は専用用紙による申し込みとインターネット（本学ホームペー
ジ）上でのクレジットカード決済やコンビニエンスストアでの払込み
による申し込みにより可能です。寄付の詳細については本学ホームペー
ジをご覧ください。

寄付金のご協力に深く感謝 ▼ ▼ ▼札幌学院大学へ寄付のご協力をいた
だき、心より御礼申し上げます。ご寄付いただきました方々への感謝
を込めご芳名を掲載させていただきます。

寄付者・ご芳名（掲載承諾者・敬称略・五十音順）2023.1.1 ～ 5.31

青木　正利
浅野　久男
大畑　揮義
片山　槇子
加藤　清志
川部　　勝
北村　　悟
熊原　堅一
小林　貴之
今野　寿幸

今野　雅裕
佐藤　文昭
白石　英才
杉原　勝人
鈴木　邦夫
鈴木　理恵
谷　　浩次
出澤　広子
中垣　　悌
中村　重和

中村　誠司
中村　輝夫
橋詰　朋之
平松　雄介
平山　和雄
藤田　繁三
堀内　　高
本間　雅登
丸岡　愛子
三浦　東也

三谷　俊司
道下　幸治
三津谷辰彦
村松　健二
山口マリ子
由喜門眞治
渡部百合子

ほか匿名 26 名
　※ 受配者指定寄付を 

のぞく

1．任命（2023 年 4 月 1 日付）
片山　一義 経済経営学部長
神谷　章生 法学研究科長

2．採用（2023 年 4 月 1 日付）
後藤　英之 経済経営学部准教授
照山　秀一 人文学部教授
米田　　真 財務課
木下　直樹 広報入試課
近藤　　葉 教育支援課
濱田　　光 社会連携課

教職員人事

開催地 開催日 受付 保護者懇談会 会場

旭川  9月 2日（土） 12：00 12：30 ～ 14：30 アートホテル旭川

函館  9月 9日（土） 9：00 9：30 ～ 12：00 ホテル法華クラブ函館

青森  9月10日（日） 9：00 9：30 ～ 12：00 ホテル青森

本学 10月14日（土）
9：30 10：00 ～ 13：00 札幌学院大学　

江別キャンパス

12：30 13：00 ～ 16：00 札幌学院大学　
新札幌キャンパス

廣川 和市 先生のご逝去について

　去る 2023 年 2 月 2 日、本学の名誉教授であり、学園の監事である廣川和市先生（83 歳）が、ご逝去
されました。廣川和市先生は 1968 年に本学の前身である札幌短期大学に着任し、全学共通科目の「教
育学」や教職課程科目を担当されていました。また、札幌学院大学人文学部長、学校法人札幌学院大学
理事を歴任し、退職後は長期に亘り監事を務める等、数々の功績を残し、学園の発展に大きく貢献されま
した。
　この度の訃報に接し、先生のご生前の功績を偲び、心よりご冥福をお祈り申し上げると共に、学園に対
する多大なる貢献・ご尽力に対し、衷心より感謝申し上げます。

3．退職（2023 年 3 月 31 日付）
平澤　亨輔 経済学部教授
山本　　純 経済経営学部教授
早田　和弥 経済経営学部教授
釣　　晴彦 人文学部教授
甲斐　陽輔 社会連携課
飛田　哲也 教育支援課
松田　昇一 キャリア支援課
山口　　清 広報入試課

4．職員の人事異動
（2023 年 4 月 1 日付）
広報入試課　入試係長
 長谷川友則（国際交流課　国際交流係長）
国際交流課　国際交流係長
 田巻　文乃（図書課　図書係長）
キャリア支援課
 佐藤　秀之（広報入試課　入試係長）

（2023 年 5 月 31 日付）
事務局長 中村　圭二（事務長）［新札幌］
政策推進課 斉藤　和郎（事務局長）

（2023 年 6 月 1 日付）
事務長［新札幌］
 山本　　勝（総務課長）
企画政策課長 斎藤　美雄（広報入試課広報係長）

総務課長 高橋　英行（総務課総務係長）
情報処理課長
 辻　　　徹［事務長との兼務］
総務課総務係長 伊原　珠希（総務課）
キャリア支援課キャリア支援係長
 今野　亮介（キャリア支援課）
教育支援課長［新札幌］
 島田　尚規（情報処理課長）
図書課長 久保　真志（政策推進課長）
管財課管財係長
 須貝　恵一（財務課財務係長）
情報処理課情報処理係長
 大坂　　卓（管財課管財係長）
教育支援課人文学部係長
 斎藤久美代（キャリア支援課キャリア支援係長）
企画政策課 齋藤　恵子（広報入試課）
企画政策課 納谷あずさ（広報入試課）
教育支援課 佐々木祐介（学生支援課）
学生支援課 高橋　麻美（教育支援課人文学部係長）
キャリア支援課
 小塚　雅志（教育支援課）
図書課 京谷　正博（図書課長）
管財課 三川　豊章（図書課）

※  2023 年 6 月 1 日付で「政策推進課」を「企画政策課」、 
「広報入試課」を「入試課」に名称変更しました。

米田　　真

濱田　　光木下　直樹 近藤　　葉

照山　秀一後藤　英之

■採用教職員
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　2023 年 3 月に行われた町長選挙を経て白老町長に就任された大塩英男さんにお話をお聞きしました。大
塩さんは 1994 年に本学法学部を卒業後、胆振管内白老町役場に入職し、税務課長や企画財政課長として
町政の根幹を 29 年にわたって経験され、近年では民族共生象徴空間「ウポポイ」の周辺整備に携わりました。

Q．白老町役場に就職されたきっかけは何でしょうか
　私は小さい頃から社会の役に立ちたい、人の役に立ちたいという思いがあり、法学部法律学科在籍時は

「行政法」を専攻し、白藤博行先生にお世話になりました。「行政法」とは行政活動をするために必要な法律で、この学びをきっかけに役場職員にな
りたいと思いました。白老町を選択したのは、いろいろな分野で産業が形成され、今後の発展力に魅力を感じたためです。また、私の出身地である
室蘭からも近く、安平町に住んでいた祖父母の家に行く際に白老町を通ることがあったので縁を感じていました。

Q．白老町長に立候補をしたきっかけを教えてください
　白老町長に立候補したのはいろいろな方からお声がけがあったことや、白老町の人口が減少しているこの大きな転換期に、29 年間役場で町の発展
のため働いてきた私が「町の将来のためにできることがないか」と使命感や責任感が芽生えたことがきっかけになりました。また、白老町に身寄り
のない私に対して町民の皆さんは温かく迎え入れてくれて、いろいろな面でお世話になり、人生の半分以上は白老町で過ごしているため、何か恩返
しをしたいと思い立候補を決意しました。

Q．これまでの仕事に関するエピソードを教えてください
　2012 年頃から一時期、町の資金が枯渇し、財政を健全化しなければならなくなり、いろいろな行政改革をするために施策を練る部署に所属して
いました。様々な事業を縮小せざるを得なくなり、町民の皆さんの理解を得るまでになかなか苦労しましたが、「将来の町づくりのため」と続けた施
策が実を結び、安定的な財政運営ができるようになりました。
　企画財政課にいたときは、お金を使っていく企画部門と、一方でお金を管理し財政規律を守る財政部門というアクセルとブレーキの関係にある部
署だったため、とても苦労しました。

Q．今後の目標を教えてください
　出生数がどんどん減っている状況で「若い人たちが町で暮らしてほしい」という町民の皆さんの大きな声もあり、行政としては、「子どもを産み育
てたい」と思っていただけるような土壌づくり、子育て支援策に力を入れて取り組んでいきたいと思っています。やはり、町民の皆さんの声を聞いて、
課題一つ一つに向き合い、決断していくことが町長の仕事であり、将来の町づくりに繋がると思っています。

Q．札幌学院大学に入学して良かったこと、印象に残っている思い出をお聞かせください
　緑豊かな大学の近くにあった寮に入り、1 年だけですが共同生活をし、同期や先輩とも仲良くさせてもらったことが思い出深いです。朝食の食券
をお昼に学生食堂で使えたのでよく利用していました。また、大学入学を機に初めて親元を離れて、大人として、人生で一番成長できた時期だと感
じています。今でも大学時代の友人とは繋がりがあり、一生の友だちです。学生時代はそんな人たちと出会える時期でもありました。人と明るく接
することが得意だったため、白藤先生のお知り合いの方から紹介を受けて、家庭教師や塾の講師などのアルバイトもしていました。

Q．後輩である本学の学生たちにメッセージをお願いします
　大学時代というのは人生において一番充実した時間を過ごすことができます。役場に入職した当時は白老町には身寄りもなく、学生時代がとても
楽しかったので、週末は毎週のように札幌に帰っていたくらいです。在学中はそういうふうには思わないかもしれませんが、「充実した時間を過ごし
ている」という認識を持っていただきたいですし、いろいろな人たちと話をするということが大事だと思います。役場で職員採用に携わっていたと
きに何を見るかというと「この人はコミュニケーション力があるかな」ということでした。社会人になる上でやはり大事なのはコミュニケーションが
とれることですので、いろいろな友だちと、大いに食べて飲んで、大学生活を楽しく過ごしていただけたらと思います。

オリジナルグッズ作成・販売サービス「SUZURI byGMO ペパボ」にて
大学オリジナルグッズのネット販売を開始

後援会評議員会を開催

　去る 5 月 20 日、江別キャンパスにおいて 2023 年度後援会評議員会を開催しました。評議員会では、① 2022 年度事業報告並びに決算報告、②
2023 年度事業計画及び予算を審議し、全て承認されました。また、2022 年度事業報告では、後援会報の発行、卒業生への記念アルバム配布、学
生課外活動における活動補助等を行ったことが報告されました。
　今年度も大学と協力しながら各種事業を推進して参りますので、引き続き、皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、評議員会の詳細は、大学のホームページ及び後援会報（2023 年 8 月 1 日発行予定）に掲載しますのでご覧下さい。

　本学は、GMO ペパボ株式会社（本社：東京都渋谷区）が運営するオリジナルグッズ作成・販売サー
ビス「SUZURI byGMO ペパボ」にて大学オリジナルグッズの販売を 2022 年 5 月 26 日より開始し
ました。
　全国の本学卒業生をはじめとする本学のステークホルダーの皆さんに新しいロゴマークとタグライ
ンに親しみをもっていただきたく、また、これまで以上に多くの人に知っていただきたく、「SUZURI byGMOペパボ」
にて大学オリジナルグッズのインターネット販売を行うことにしました。

　専用サイトではロゴマークやタグライン「One life, Many answers」、グレーとイエローのグラフィックエレメ
ントを使用したアクリルブロック、スマホケース、パーカー、ウエストポーチなど 14 種類の販売を開始しています。今後は「SUZURI byGMO ペパボ」
の販売ラインナップと、本学のロゴマークやタグラインとのデザインの親和性を考慮しながら、順次グッズを追加していく予定です。

卒 業 生 こ の 人 白老町長
大塩　英男さん
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［入試情報］大学進学セミナー
　札幌学院大学では、高校生の進路選択、進学準備を整えるきっかけ
づくりを目的に、10 会場で「大学進学セミナー」を開催します。
　大学進学セミナーでは、学科紹介、入試制度説明、個別相談（学生生活、
資格・就職、奨学金など）について専門スタッフがご案内します。
　遠方のためオープンキャンパスへのご参加が難しい高校生、保護者、
教員の皆さまのお越しをお待ちしています。
　なお、全ての会場で事前申込制となっています。
　お申し込み方法など最新情報につきましては本学公
式ホームページをご確認ください。

開催日程 開催地 会　場 時　間

 7月23日
（日） 八戸 ユートリー（VISIT はちのへ） 14：30 ～ 16：30

（受付 14：00 ～）

 7月24日
（月） 盛岡 いわて県民情報交流センター

アイーナ
16：00 ～ 18：00

（受付 15：30 ～）

 7月25日
（火） 秋田 秋田拠点センター　アルヴェ 16：00 ～ 18：00

（受付 15：30 ～）

 8月 2日
（水） 室蘭 FK ホールディングス

生涯学習センター　きらん
16：30 ～ 18：30

（受付 16：00 ～）

 9月23日
（土） 旭川 ときわ市民ホール 12：30 ～ 15：00

（受付 12：00 ～）

 9月24日
（日） 北見 北見芸術文化ホール 10：30 ～ 13：00

（受付 10：00 ～）

 9月30日
（土） 帯広 道新ホール帯広 12：30 ～ 15：00

（受付 12：00 ～）

 9月30日
（土） 函館 函館コミュニティプラザ G スクエア 13：30 ～ 16：00

（受付 13：00 ～）

10月 1日
（日） 釧路 釧路ロイヤルイン 10：30 ～ 13：00

（受付 10：00 ～）

10月 1日
（日） 青森 青森県観光物産館　アスパム 10：00 ～ 12：30

（受付 9：30 ～）

［入試情報］オープンキャンパス

日　程

 6月11日（日）【リフレクション入試・学校推薦型選抜説明会】

 7月16日（日）【学び LIVE ！】

 9月16日（土）【学校推薦型選抜対策講座】

12月 2日（土）【サツガク模試】

2024年3月20日（水・祝）【サツガク入門】

　お申し込み方法など最新情報につきましては本学公
式ホームページをご確認ください。
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山口智子　編著；小林茂（心理学部教授）　ほか著
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第 51 回大学祭「光曜祭」開催のご案内
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　同書に「HIV/AIDS と未知なるもの
への不安と喪失」を寄稿させていただ
きました。
　私が HIV 関連のカウンセリングに携
わるようになり 7 年ほど経ちましたが、
この疾患が現在も世相を映し出す病の
ひとつであると感じています。HIV 治
療の問題だけではなく、社会な問題を
含み、私たちの社会の在り方が問われ
るものであることを述べました。


